
 

  

 
 
 

 
2020年度のテーマ：WebAPIを使ったデータの入手とその整備 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、Webで開催する。 

１．目的 
本研修は、大学図書館等がサービスを提供する上で必要な、IT 技術の理解を深めること
を目的とする。 

大学等研究機関の図書館は検索性の向上や効率的な管理といった観点から、学術情報にメ
タデータを付与して利用者に提供している。これらのメタデータは、個別のデータベース
に格納されて利用されるだけではなく、Web API を通して他のサービスと組み合わせて利
用されることで、新しいサービスの提供や多様化等も図られている。 

本研修では、学術情報流通における Web API の利用事例の解説や演習を通して、この仕
組みを把握する。さらに、Web APIを通して入手した様々なメタデータを自サービスに利用
する際の、補正や結合・分割といったデータクレンジングの手法についても、解説と演習を
行う。 

こうした実践を踏まえた理解を通して、データ連携や利用促進のあり方、さらには、今後
の学術情報システムやサービスのあり方を構想するための知識や技術を習得する機会を提
供する。 

 

２．到達目標 
学術情報システムを総合的に担う基幹的人材として、将来にわたって学術情報流通基盤
整備をめぐる諸課題の解決に向けた実践的な取組みができるようになることを到達目標と
する。 

本研修修了者には、次年度以降も国立情報学研究所が主催する各種のイベント・講習
会、各種ワーキンググループ、パブリックコメント等に積極的に参加することを求めるこ
とがある。 

 

３．受講対象者 
(1) 基本的要件 

国内外の最新の動向を学び、学術情報流通基盤整備の推進および改善について、主
体的に考える意欲があること。 
 

(2) 所属機関 

教育・研究機関等(大学、短期大学、高等専門学校、大学共同利用機関法人、大学
校、独立行政法人、文部科学省の施設等機関、国立国会図書館等)。 
 

(3) 勤務形態 

現在、大学等から直接雇用されて勤務し、また受講後も一定期間、所属機関での勤
務を予定している職員。現在の担当業務は問わない。 
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(4) 研修等受講歴 

特になし 

 

４．受講の前提となる知識・技術・環境 
特になし 

• Webに接続したPC（イヤホン、外付けマイク）を用意し、Web会議システム（ビデ
オ通話）を使って受講可能なこと。 

• PCはソフトウェアのインストールが受講者自身で行える（管理者権限が付与されてい
る）こと。 

• ネットワーク環境が従量課金でないこと。 
 

５．開催会場・開催期間等 
 

開催会場 開催日時 申込締切日 定員 

国立情報学研究所 

Web開催 

2020.9. 16(水) 

 ～ 9. 18(金) 

第 1日 13:30～17:30 

第 2日  9:30～17:30 

第 3日  9:30～17:00 

2020. 
7.31(金) 20名 

 

６．主な研修内容（予定） 
• 学術情報流通におけるWeb APIの利用事例の解説と書誌情報等メタデータの取得演習 
• OpenRefineを使ったデータクレンジングの解説と演習 

 

７．事前課題 
特になし 

 

８．受講の申込みと受講者の決定 
受講希望者の所属機関が、研修申込システムから申込みを行う。申込後に出力される
「推薦書」により、各所属機関の長または所属部局の長から国立情報学研究所長に対し
て、受講希望者の推薦を行う。 

国立情報学研究所長は、推薦された者の中から受講者を選考し、各所属機関の長または
所属部局の長に対して結果を通知する。 

※申込み手順の詳細は、『研修申込システム利用手順』を参照。 

 

９．経費 

研修費および教材費 無料 

旅費 所属機関の負担 

 

10．修了証書 
この研修において所定の課程を修了した者には、修了証書を授与する。 
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